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（広丘駅南地区）

塩尻都市計画地区計画の決定（計画図）
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建築物の用途の混在を防ぎ、魅力のあるまちなみの形成と良好な環境の保全を図ります。 

 
 
 
 
建築物の敷地の細分化による建て詰まりを防ぐとともに、日照・通風の確保など良好な

住環境の維持・増進を図ります。 
 
 
 
 
快適でゆとりのある市街地を目指し、建物の過度の建て詰まりを防ぎ、日照・通風の確

保、あるいは｢みどり｣の空間を創出するために、道路や隣地境界線から後退して建築した

り、空地をとって建築したりすることが必要です。 
 
 
 
 
高すぎる建物は、落ち着いたまちなみの景観を乱すとともに、隣家の日照・通風に影響

を与えたり、圧迫感をもたらすことがあるため、建築物の高さを地区の特性にあった高さ

に制限する必要があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建築物の用途の制限 

建築物の敷地面積の最低限度 

壁面の位置の制限 

建築物の高さの最高限度 

建築物の高さ 
・ 住居系Ａ区域 10ｍ以下 
・ 住居系Ｂ区域 12ｍ以下 



 

 

 

快適で魅力ある市街地を形成するため、地区の特性を考慮しながら、かき又はさくの構

造の制限を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 壁面の位置の制限の緩和 

角地などの敷地の状況により、やむを得ず壁面の位置の後退が出来ない場合は、次に該当

する場合に限り、壁面の位置の制限が緩和されます。 

（1） 外壁又はこれに代わる柱の中心線の長さの合計が 3.0ｍ以下のとき 

（2） ※物置その他これに類する用途に供し、軒の高さが 2.3ｍ以下で、かつ、床面積の合

計が 5㎡以内のとき 

（3） 自動車車庫で、軒の高さが 2.3ｍ以下のとき 

かき又はさくの構造の制限 

壁面壁面壁面壁面のののの位置位置位置位置のののの制限制限制限制限    敷地面積敷地面積敷地面積敷地面積のののの最低限度最低限度最低限度最低限度    １８０１８０１８０１８０㎡㎡㎡㎡    



名    称 広丘駅南地区地区計画 位    置 塩尻市大字広丘堅石外 面    積 約５．２ha 地区計画の目標 本地区は、ＪＲ篠ノ井線広丘駅の南約５００ｍ及び国道１９号の西約１５０ｍに位置する新市街地で、土地区画整理事業による基盤整備が進められてきた。 今後は、市街化の促進が見込まれることから、地区計画による詳細な土地利用計画を定め、ゆとりと潤いのある良好な住環境の創出・保持を目的とする。 土地利用の方針 地区を次のように細区分し、地区の特性に応じた有効な土地利用を図る。 ・ 専用住居区域は、低層型専用住宅を主体とする風格のある美しい住環境の形成を推進する区域とする。 ・ 住居系Ａ区域は、既存住宅の環境に配慮しつつ、低層住宅の土地利用を推進する区域とする。 ・ 住居系Ｂ区域は、周辺低層住宅地の環境に配慮しつつ、中層型の共同住宅や店舗、事務所等の土地利用を誘導する区域とする。 地区施設の整備の方針 土地区画整理事業により整備された道路、公園等の機能の増進と適正管理に努める。 
区域の整備・開発及び保全の方針

 建築物等の整備の方針 地区計画の目標及び土地利用の方針に基づいた市街地整備が図られるよう、次のように建築物等の規制・誘導措置を講ずる。 ① 良好な住居環境の形成を図るため、それぞれの区域における建築物等の用途について制限する。 ② 敷地の細分化、建て詰まりによる住環境の劣悪化を防ぎ、良好な空間を確保するため、敷地面積の最低限度を定める。また、壁面の位置、建築物の高さを制限する。 名称 専用住居区域 住居系Ａ区域 住居系B区域 地区の 区分 面積 約４．０ha 約０．３ha 約０．９ha 次に掲げる建築物は、建築してはならない。 建築物等の用途の制限 ①神社、寺院、教会その他これらに類するもの ① 神社、寺院、教会その他これらに類するもの ② ボーリング場、スケート場、水泳場その他これらに類する建築基準法施行令130条の6の2に定める運動施設 ③ 危険物の貯蔵又は処理に供するもの ④ 畜舎 建築物の敷地面積の最低限度 １８０㎡ ただし、地区計画を決定したときの敷地が上記の面積に満たない時は、その面積とする。 建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から敷地境界線までの距離は、次のとおりとする。 ① 道路境界線までの距離 １．５ｍ以上 ② １号・２号通路境界線までの距離 １．０ｍ以上 ③ 隣地境界線（地区整備計画区域外の隣地との境界線を除く。）までの距離 １．０ｍ以上 

地  区  整  備  計  画

 
建 築 物 等 に 関 す る 事

 壁面の位置の制限 ただし、これらの限度に満たない距離にある建築物又は建築物の部分が、次のいずれかに該当する場合はこの限りでない。 ① 外壁又はこれに代わる柱の中心線の長さの合計が３ｍ以下のとき ② 物置その他これに類する用途（自動車車庫を除く。）に供し、軒の高さが２．３ｍ以下で、かつ、床面積の合計が５㎡以内のとき 

塩尻都市計画地区計画の決定（塩尻市決定） 塩尻都市計画広丘駅南地区地区計画を次のように決定する。 



 

③ 自動車車庫で軒の高さが２．３ｍ以下のとき ④ 地区計画の決定の際、現に存するもの ⑤ 市長が特に定めたもの 建築物等の高さの制限 － １０ｍ以下 １２ｍ以下 
かき又はさくの構造の制限 道路に面するかき又はさくは、次に掲げるもののいずれかに該当するもので、門又は門柱の部分を除き、高さは、地盤面から１．５ｍ以下の構造とする。 ただし、地区計画の決定の際、現に存するものは除く。 ① 生垣又はフェンス、鉄柵等の透視可能な柵によるもの ② 道路に接面して幅０．６ｍ以上の植栽帯を設け樹木等による植栽を施したもの ③ 擁壁、植栽帯の腰積み又はフェンス、鉄柵、門、塀等の基礎の部分で地盤面からの高さが０．６ｍ以下のもの 



広丘駅南地区緑地協定 

 

（目的） 

第１条 この協定は、私たちの地区が豊かな緑に囲まれ、季節の移り変わりが楽しめるような

美しく静かで快適な環境を整備することを目的とします。 

 

（名称） 

第２条 この協定は、広丘駅南地区緑地協定（以下「協定」といいます。）といいます。 

 

（協定の締結） 

第３条 この協定は都市緑地法（昭和４８年法律第７２号）第４５条の規定に基づいて締結す

るものです。 

 

（協定区域） 

第４条 この協定の目的となる土地の区域（以下「協定区域」といいます。）は、別図に示す

区域とします。 

 

（協定の効力） 

第５条 この協定は、塩尻市長の認可の公告があった日から効力が生じます。また、この日以

降に新たに土地所有者等となった者に対してもその効力が及ぶことになります。 

 

（緑化に関する事項） 

第６条 緑化に関する事項を次のとおり定めます。 

 (1) 緑化に当っては協定区域内の緑を豊かにするとともに、近隣との調和が図られるよ

う努めるものとします。 

   (2) 宅地の囲障はなるべく樹木を植栽することとし、かき又はさくの構造は、生垣又は

透視可能な開放的フェンスとします。 

ただし、フェンスの土台等で地盤からの高さ６０センチメートル以下のものは除き

ます。 

   (3) 樹木等の種類は、誰からも親しまれるものとします。また、果樹の病害の原因とな

るカイヅカイブキ、タマイブキ等のビャクシン類は、植栽しないようにします。 

 

（樹木等の保護及び管理） 

第７条 樹木等の保護及び管理に関する事項を次のとおり定めます。 

   (1) 土地所有者等は、緑豊かで潤いのある快適な住環境を維持するために植栽した樹木

等を良好に管理するものとします。 

   (2) 塩尻市緑のまちづくり事業助成要綱により補助を受け植栽された樹木等が、出入口

の変更又は建築物若しくは工作物の設置等により支障となった場合は同一敷地内に

移植するものとします。 

 

（協定の有効期間） 

第８条 この協定は、塩尻市長の認可の公告のあった日から１０年間とし、その期間が終了す



る前に土地の所有者等の過半数が廃止についての申し出をしないときはさらに１０年

間延長します。 

（協定の変更及び廃止） 

第９条 この協定に係る事項を変更しようとするときは、土地所有者等全員の合意によるもの

とします。 

２ この協定を廃止しようとするときは、土地所有者等の過半数の合意によるものとしま

す。 

 

（協定に違反した場合の措置） 

第１０条 土地所有者等は、その過半数の合意により、協定に違反した者に対し、必要な措置を

とることを求めることができます。 

 

 

 

上記緑地協定を締結する。 

平成２０年５月１２日 （平成２０年６月１６日認可） 

 

協定締結代表者（認可申請代表者） 

住 所 塩尻市広丘原新田２１５－１２ 

氏 名 塩尻市広丘駅南土地区画整理組合 

    理事長 上 條 憲 一   

 

           上記の者以外の土地所有者等 

               別紙広丘駅南地区緑地協定合意者による 

 

【別図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



                              
お問合せ先 

塩尻市役所建設事業部都市づくり課 

〒３９９－０７８６ 

 塩尻市大門七番町３番３号 

 (0263) 52-0280 （代表） 


